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（株）原信 設立（スーパーマーケット創業）

CGCグループ加盟

TQC導入

新潟証券取引所に上場

原信・福屋・こたやの３社合併、新生原信誕生
TQCを軸としたHTS活動開始
「原信サマースカラシップ」スタート

中之島物流センター開設

新・ロゴマークの採用
長期ビジョン「2010 VISION」策定

レジでの袋詰めサービス開始

東京証券取引所２部に株式上場
環境マネジメントシステムISO14001認証取得
ニューコンセプト導入
（簡単便利＋もっと豊かにをコンセプトとした店舗づくり）

はらしんカード（クレジットカード）取り扱いスタート

7・13水害（2店舗浸水）
中越地震発生（44店舗中22店舗被災、3店舗閉鎖）

HTSをTQMに名称変更（ナルスTQM活動スタート）
株式会社ナルスと経営統合
原信ナルスホールディングス株式会社を設立

東京証券取引所１部に指定替え
第1回原信ナルス会開催
中越沖地震発生（7店舗被災）

ナルス ISO１４００１認証取得（適用範囲の拡大）
上越物流センター開設

長期ビジョン「Advanced Regional Chain」策定

ニューコンセプトⅡ（NCⅡ）スタート
（毎日の食生活を豊かに楽しくするような提案のできるスーパーマーケットづくり）

東日本大震災発生
（PB商品１個につき1円を被災地に寄付する『まごころの１円プログラム』）
原信ネットスーパースタート
新潟県優良リサイクル事業所表彰受賞

川崎店グロサリー部門「抹茶ラテラテサークル」が
QCサークル石川馨賞を初受賞

株式会社フレッセイホールディングスと経営統合し、アクシアル リテイリング株式会社を設立
3R推進功労者等表彰会長賞受賞
原信ナルス中之島ＤＣ開設

紺綬褒章受章
（関東甲信地区大雪災害における群馬県への義援金寄付により）
ニューコンセプトⅡ＋（ＮＣⅡ＋）スタート

株式会社格付投資情報センターより格付け及び方向性  A－（安定的）に格上げ

原信 スーパーマーケット創業50周年

代表取締役社長原和彦がＱＣサークル経営者賞を受賞
ローリー中之島プロセスセンター開設

ナルス スーパーマーケット創業６０周年

グループ新ビジョン「Enjoy! Axial Session♪」策定
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創業：1907年（明治40）
原信吾が原蝋燭（ろうそく）店を長岡市で開業。西洋ろうそくを扱う。家の
明かりを灯すろうそくを一品一品ていねいに、大切につくりあげる。戦後
はせとものを取り扱い、バラエティストアへと転身。いつの時代もお客様
の生活に必要なものに対応し、変化し続けてきた。

創業：1948年（昭和23）
成澤芳雄がこんにゃく・豆腐製造の成沢
商店を直江津市で開業。「為せば成る」
の心をもとに、「主婦の店」、その後
「主婦の店ナルス」としてスーパー
マーケットを運営。

創業：1850年（嘉永3）
植木文左衛門が海のない地域の方々においしい魚を
提供したいという想いから、鮮魚塩干物の卸小売業
「松葉屋」として創業。

主婦の店直江津店開店
（スーパーマーケット創業）

商号を（株）ナルスに変更

新・ロゴマークの採用

ナルスカード導入

（株）松清本店設立

スーパーマーケット創業

CGCグループ加盟

商号を（株）フレッセイに変更

FIC活動（フレッセイ改善活動）キックオフ

フレッセイポイントカード全店導入

フレッセイカスタマーカード導入

アップグレード型業態
出店

障害者雇用優良企業
厚生労働大臣賞受賞

キャリア教育文部科学大臣賞受賞

株式会社フレッセイホールディングス設立

MITHS活動（QCサークル）スタート
移動販売車「フレッシー便」介護施設や団地
巡回開始

TQM活動スタート

前橋物流センター開設

群馬県食育推進活動優良企業表彰受賞

フレッセイ スーパーマーケット創業60周年
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原信ナルスホールディングス
ロゴマーク

（2006年～2013年）

フレッセイ ロゴマーク
（1992年～）

原信 ロゴマーク
（1997年～）

ナルス ロゴマーク
（1990年～）

原信東坂之上店開店
（1967年）

SSM1号店の原信吉田店（1991年）

原信ナルスホールディングス
東証一部上場（2007年）
        （左）原信一社長
        （右）山崎軍太郎会長

アップグレード型業態
として初出店した
「クラシード若宮」店内

松清本店  セルフサービスの
店創業当時を描いた絵

（左）山崎軍太郎会長
（中）原和彦社長
（右）植木威行副社長

フィック

ミッツ

アクシアル リテイリング
ロゴマーク（2013年～）

ニューコンセプトⅡの考えを取り
入れ、アースカラーを基調とし、
落ちついたイメージの店舗外観
                        （原信美沢店）

環境保全コスト （単位：千円）

主な取り組みの内容

内
　
　訳

（１）事業エリア内コスト

（１）－１公害防止コスト

　　 （１）－２地球環境保全コスト

　　 （１）－３資源循環コスト

（２）上・下流コスト

（３）管理活動コスト

（４）研究開発コスト

（５）社会活動コスト

（６）環境損傷対応コスト

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

ばい煙・地下タンク・浄化槽検査費 

グリーストラップ等設備導入費  

グリーストラップ清掃費、浄化槽維持費など

ＬＥＤ照明工事など 

 廃棄物処理費、生ゴミリサイクル費など

容器包装リサイクル法再商品化委託料、レジ袋不使用２円引き費用

ISO審査費用、環境教育、EMS各種勉強会、展示会、新店の緑地など

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

各種組合費など

PCB処理委託費用

　　　　　　　　　　　　　　 ーー

環境保全効果
環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標（単位）

電力使用量（MWh) 

ガス使用量（千㎥）

重油使用量（ｋℓ） 

灯油使用量（ｋℓ） 

軽油使用量（ｋℓ）

水使用量（千㎥）

ＣＯ２排出量（ｔ－ＣＯ２）

廃棄物総排出量（ｔ）

廃棄物最終処分量（ｔ）

排水量（千㎥）

レジ袋回収量（ｔ）

紙パック回収量（ｔ）

発泡トレー回収量（ｔ）

透明容器回収量（ｔ）

ペットボトルキャップ回収量（ｔ） 

ペットボトル回収量（ｔ） 

※対象企業：原信、ナルス
※減価償却費については２000年以降に実施した原信の設備投資について集計しており、ナルスでは集計していません。

事業活動から産出
する財・サービスに
関する環境保全
効果

事業活動から排出
する環境負荷及び
廃棄物に関する環
境保全効果

事業活動に投入す
る資源に関する環
境保全効果

環境保全対策に伴う経済効果 （単位：千円）

効果の内容

 リサイクル品売却益

 店頭回収品売却益
収 益

合 計

費 用
節 減

店頭回収による容リ法
再商品化委託料の節減

ショッピングバッグ持参
によるレジ袋費の節減

              ーー

分　類

合　計

※対象企業：原信、ナルス、フレッセイ

※対象企業：原信、ナルス、フレッセイ

　環境保全活動に対する投資、費用とその効果を把握して、環境保全活動の効率化に努めています。コスト集計
及び効果の把握方法は環境省「環境会計ガイドライン２００５版」を参考にして作成しました。

環境会計

投資額 費用額
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ー     

328,669

492,671

88,444

127,953
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632,171

267,038

211,034

56,004
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7,042
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274,080

367,321

83,946

51,784

231,591

94,089

31,731

ー     
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ー     

493,311

投資額 費用額

192,562

418

27

32

3,246

808

99,302

25,040

6,515

808

16

326

238

447

84

266

2018年度 2019年度

2019年度2019年度

193,147

472

41

78

3,194

828

102,340

25,350

6,845

828

16

322

229

392

79

247

2018年度

60,320

8,203

21,216

67,370

157,109

2018年度

43,329

7,466

19,699

62,846

133,340
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